
石戸館跡（北本市） 築城年代：鎌倉時代、築城者：石戸左衛門尉

　　　この右奥が石戸館跡と云う



　　　　　　右手を見たところ/前方に鳥居が見える



石戸神社鳥居/ここが石戸館跡とされる/鎌倉時代に石戸左衛門尉によって築かれたと云う/現状は石戸神社となっており、源頼朝
の異母弟、源範頼の居館跡という伝承もあるらしい



石戸神社鳥居の脇に立つ社号標石柱



　　　　「鎌倉暁将石戸左衛門尉館跡」と記されている



　　　　　正面が社殿/右手前に説明板が立っている



　　　　　石戸神社由緒書/「当社裏手に館の土塁と堀と思われる遺構が今も残る」と記されている



　　社殿の裏手（北側）に回ってみる



　　　　　前方にマウンドがある



　　アップで見たところ/これが裏手にある土塁の名残/塁上に祠が二つ建っている



　　塁上の祠



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



　　　その先もこんな塩梅で、土塁が西方向に続いている



右下の斜面で西方向を見たところ/右手には堀跡が並行する



　　　　　塁上を見上げたところ



　　　　　これは北側から土塁のある茂みを見たところ



　　　　左手に近づいてみると、先程の社殿が見える



　　　神社の背後の茂みに沿った道路を見ると、土塁・堀跡に沿って折れを伴って館跡(左手)を取り巻いている様子が窺える



　　その先はこんな塩梅で、少し先で左手に回り込んでいる



　前方の西端まで進んで、振り返って見たところ/右手が館跡



　　　茂みの中を覗いてみると、堀跡らしき窪みがある



　更に、堀跡の向こうに土塁が見える



　　これは西端を南方向に回り込んで、茂みの一帯を見たところ/この辺り全体が石戸城跡と云うことか



　　　　前方の茂みを南北に横断する細道に踏み込むと、そこにも土塁らしきマウンドが見受けられる



左手の土塁らしきマウンドを見たところ



　　これは南側から遠目に石戸城跡のエリアを見たところ



　　　そこに立っていた説明坂には「堀之内館跡」と記されていて、これは石戸城跡の別名らしい



　　　　その道路を北方向に進む/前方の木々の辺りが先程見て回ったエリア



　　　　　更に近づくと、この左手辺りが「堀之内館跡」と記された所のようだ



　　　ここはそこの南西側にある東光寺/本堂の建つ、このマウンドも石戸館跡の土塁の名残と云うが



　　　　　　本堂の右手に説明坂と標柱が立っている





　　これは境内に保存されている国の天然記念物の蒲桜/蒲冠者と呼ばれた源範頼に由来するようだ



　　　　　これは収蔵庫/左手前に標柱が立っている



　　　　「市指定 歴史資料 東光寺板石塔婆群」とある





その他にもさまざまな石造物があった







　　これは東光寺から見た石戸城跡のエリア/前方の木々の中に土塁や堀跡があった/北方向を見たところ
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